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を
重
ね
た
結
果
、
平
成
　
年
6
月
に
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「
泉
・
多
々
羅
田
地
先
」（
左
上
図
参

照
）
を
建
設
予
定
地
に
決
定
し
ま
し

た
。講

演
会
・
説
明
会
を
実
施

　
こ
の
新
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、

去
る
1
月
　
日
、
文
化
ホ
ー
ル
で
、
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同
組
合
主
催
に
よ
る
「
印
西
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
講
演
会
・
説
明
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
横
田
勇
氏
（
静
岡

県
立
大
学
名
誉
教
授
）、
安
田
憲
二

氏
（
花
国
際
環
境
研
究
協
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
）、
荒
井
喜
久
雄

氏
（
花
全
国
都
市
清
掃
会
議
技
術
部

長
）
に
よ
る
、
ご
み
処
理
施
設
の
歴

史
や
焼
却
処
理
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
効
率
的
な
活
用
、
東
日
本
大
震
災

を
通
じ
て
見
た
施
設
の
耐
震
設
計
に

つ
い
て
講
演
。

　
第
二
部
で
は
、
管
理
者
・
副
管
理

平成２４年（２０１２）３月１日号（２）

決
定
ま
で
の
経
緯

　
印
西
市
・
白
井
市
・
栄
町
で
構
成

さ
れ
る
「
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業

組
合
」（
以
下
、
同
組
合
）
で
は
、

ご
み
を
安
全
・
安
定
に
処
理
し
、
ご

み
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
果
的
に

利
用
す
る
「
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
現

在
「
次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
事

業
」
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
組
合
で
は
、
平
成
　
年
「
印
西
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地
区
次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
検
討

員
会
教
育
長
賞

▼
土
山
大
志
（
小
林
中
3
年
）
…
健

歯
児
童
生
徒
中
央
審
査
会
千
葉
県
教

育
委
員
会
教
育
長
賞

【
団
体
】

▼
印
西
中
学
校
陸
上
競
技
部
男
子
…

千
葉
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会
男
子
総
合
の
部
第
3
位

▼
木
刈
中
学
校
陸
上
競
技
部
男
子
…

同
大
会
陸
上
競
技
大
会
男
子
総
合
の

部
第
2
位
　

▼
木
刈
中
学
校
陸
上
競
技
部
…
同
大

会
陸
上
競
技
大
会
男
女
総
合
の
部
第

3
位
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

共
済
千
葉
県
小
・
中
学
生
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
千
葉
テ
レ
ビ

放
送
社
長
賞

【
生
徒
】

▼
川
村
雅
俊
（
印
西
中
2
年
）
…
千

葉
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
陸
上
競

技
大
会
男
子
共
通
4
0
0
ｍ
第
1
位

▼
鈴
木
萌
子
（
船
穂
中
2
年
）
…
同

大
会
新
体
操
個
人
総
合
、
ク
ラ
ブ
、

リ
ボ
ン
第
2
位

▼
鈴
木
智
佳
（
船
穂
中
2

年
）
…
同
大
会
陸
上
競
技

大
会
女
子
共
通
棒
高
跳
第

3
位

▼
小
田
康
弘
（
木
刈
中
2

年
）
…
同
大
会
陸
上
競
技

大
会
男
子
共
通
砲
丸
投
第

3
位

▼
徳
間
俊
介
（
木
刈
中
2

学
年
）
…
同
大
会
陸
上
競

技
大
会
男
子
共
通
棒
高
跳

第
3
位

▼
羽
生
拓
矢
（
印
西
中
2

年
）
…
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
男

子
2
年
1
5
0
0
ｍ
第
2

位
▼
島
戸
星
（
船
穂
中
2

年
）
…
日
本
藝
術
文
化
環

境
書
道
展
千
葉
県
教
育
委

　
こ
の
表
彰
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会

お
よ
び
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

優
秀
な
成
績
を
収
め
、
功
績
の
あ
っ

た
児
童
お
よ
び
生
徒
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

　
去
る
2
月
3
日
に
教
育
委
員
会
教

育
長
か
ら
表
彰
状
を
児
童
・
生
徒
に

手
渡
し
ま
し
た
。

【
児
童
】

▼
伊
藤
花
奈
子
（
木
下
小
5
年
）
…

供
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
僑
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
千
葉
県
推
進
委
員
会
委

員
長
賞
（
県
知
事
賞
）　
　

▼
久
家
迅
雄
（
木
下
小
6
年
）
…
ち

ば
キ
ッ
ズ
陸
上
競
技
大
会
男
子
共
通

走
高
跳
第
2
位

▼
木
村
隼
人
（
滝
野
小
6
年
）
…
同

大
会
男
子
共
通
4
×
1
0
0
ｍ
リ

レ
ー
 第
1
位
、
男
子
共
通
　
ｍ
80

ハ
ー
ド
ル
第
2
位

▼
秦
琴
美
（
小
倉
台
小
6
年
）
…

キ
ッ
ズ
コ
ロ
シ
ア
ム
大
会
関
東
小
学

生
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
交
流
大
会
女
子

4
×
1
0
0
ｍ
リ
レ
ー
第
1
位

▼
川
尻
伎
恵
（
平
賀
小
6
年
）
…
同

大
会
女
子
6
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
第

1
位

▼
岩
井
将
光
（
平
賀
小
6
年
）
…
同

大
会
男
子
共
通
4
×
1
0
0
ｍ
リ

レ
ー
第
1
位
、
男
子
6
年
1
0
0

ｍ
 第
1
位

▼
五
十
嵐
憲
斗
（
本
埜
第
一
小
6

年
）
…
同
大
会
男
子
6
年
走
幅
跳
第

1
位

▼
青
木
心
路
（
原
小
3
年
）
…
国
土

緑
化
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー

ル
千
葉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

▼
松
本
華
歩
（
原
小
4
年
）
…
明
る

い
社
会
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
千
葉
県
議
会
議
長
賞

▼
原
彩
花
（
滝
野
小
6
年
）
…
Ｊ
Ａ

委
員
会
」（
学
識
経
験
者
・
住
民
・

関
係
自
治
体
担
当
課
な
ど
で
構
成
）

を
発
足
。
構
成
自
治
体
に
事
業
対
象

用
地
の
抽
出
を
依
頼
、
合
計
6
カ
所

で
比
較
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
評
価
結
果
と
し
て
候
補
地
は

3
カ
所
に
し
ぼ
ら
れ
、
管
理
者
（
山

﨑
印
西
市
長
）
と
副
管
理
者
（
伊
澤

白
井
市
長
、
岡
田
栄
町
長
）
が
協
議
。

ご
み
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
と

地
球
温
暖
化
対
策
の
効
果
、
都
市
計

画
の
用
途
地
域
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
中
央
駅
周
辺
の
景
観
、
ま
ち
づ
く

り
の
将
来
性
を
視
野
に
入
れ
て
検
討

印
西
市
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
表

 印
西
市
教
育
委
員
会
児
童
・
生
徒
表
彰彰

 文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
多
分
野
で

　
市
内
児
童
・
生
徒
が
好
成
績
を
収
め
る

　▲各大会などで優秀な成績を収めた児童・生徒のみなさんに
　小野寺教育長（中央）から賞状が手渡されました

　子どもたちに、政治・選挙への
関心を持ってもらおうと、毎年
行っている「明るい選挙書き初
め」（印西市選挙管理委員会・印
西市明るい選挙推進協議会主催）
の入賞者が次のとおり決定。
　各小・中学校から1，519点（小
学生の部1，288点、中学生の部
231点）もの応募があり、厳正な
審査の結果、金賞9点、銀賞18
点、銅賞27点が選ばれました。
　金賞を受賞したみなさんは、
次のとおりです（敬称略）。
【小学生の部】
　榊原莉子（原小1年）
　齋藤颯大（小林北小2年）

　伊藤ほのか（滝野小3年）
　飯田あかり（滝野小4年）
　伊藤歩実（小倉台小5年）
　宮田美由紀（小林北小6年）
【中学生の部】
　中島未来（小林中1年）
　中神和也（小林中2年）
　吉田桃子（小林中3年）
■問 選挙管理委員会事務局（緯内
線442）。

力作ズラリ 入賞者決まる
　明るい選挙書き初め

者
以
下
、

同
組
合
・

各
自
治
体

関
係
課
と

来
場
者
に

よ
る
新
施

設
建
設
に

対
す
る
質

疑
応
答
が

行
わ
れ
ま

し
た
（
右
写
真
）。

　
質
問
で
は
「
新
設
の
必
要
性
」「
約

2
0
0
億
の
概
算
事
業
費
（
平
成
　23

年
3
月
時
点
）」「
候
補
地
の
選
定
方

法
」「
住
民
へ
の
事
前
周
知
」
を
中

心
に
、
多
数
の
来
場
者
か
ら
質
問
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
声
に
管
理
者
の
山
﨑
印

西
市
長
は
「
新
し
い
施
設
は
、
ま
ち

づ
く
り
や
環
境
保
全
の
面
か
ら
考
え

て
も
、
必
要
な
施
設
。
住
民
の
み
な

さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
も
対
話
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

■問 
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
印

西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
技
術
班
（
緯

碓46 
2
7
3
3
）。

 印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
次
期
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業

 経
緯
か
ら
説
明
会
の
開
催
ま
で

▲『広報印西地
区かんきょうせ
いび』№12より

　
市
で
は
、
平
成
　
年
の
1
年
間
、
次
の
み
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な
さ
ん
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄

付
金
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
向
に
沿
っ
た
か

た
ち
で
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
き
ま
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

【
寄
付
金
】
▼
ア
ロ
マ
を
楽
し
む
会
（
原
山
）

▼
立
正
佼
成
会
一
食
平
和
基
金
（
杉
並
区
）

▼
根
本
元
二
郎
（
木
下
）
▼
印
西
し
お
ん
幼

稚
園
（
松
崎
）

【
物
品
】
▼
佐
藤
幸
子
（
滝
野
）
▼
苛
藤
本

育
英
会
▼
落
合
初
美
（
高
花
）
▼
日
本
医
科

大
学
看
護
専
門
学
校
▼
遠
田
絵
理
子
（
船
橋

市
）
▼
東
京
電
力
珂
成
田
支
店
▼
大
森
幼
稚

園
卒
園
対
策
委
員
▼
シ
ン
レ
キ
工
業
▼
印
西

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▼
原
学
童
ク
ラ
ブ
保
護

者
会
▼
柳
下
智
早
（
鎌
ヶ
谷
）
▼
牧
の
原
「
お

役
に
立
ち
隊
」
▼
平
成
　
年
度
大
森
保
育
園

22

卒
園
児
保
護
者
一
同
▼
田
中
真
理
（
大
森
）

▼
安
東
ふ
み
代
（
西
の
原
）
▼
平
成
　
年
度

22

高
花
保
育
園
父
母
の
会
。

 　
み
な
さ
ん
の
温
か
い
善
意
に
感
謝

　
　
　
　
～
平
成
　
年
に
市
が
い
た
だ
い
た
寄
付
～
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　宮内町内会は、苛自治総合センターの
宝くじ助成金で、太鼓や笛、提灯などのコ
ミュニティ用具を整備。1月28日に行わ
れた浦部地区のお祭り「初囃子」で、整備
された提灯などが大いに活用されました。
　「初囃子」は、宮内・本郷・白幡の浦部三
地区に残る祭事。地元の男衆の背負い神
輿が、笛・太鼓のお囃子と共に同地区を周
ります。今回整備された提灯は、その背負
い神輿と共に、用いられました。
■問 市民活動推進課市民活動支援班（緯内
線344）。

宝くじ助成金で宮内町内会宝くじ助成金で宮内町内会がが
コミュニティ用具を整コミュニティ用具を整備備

滑
雪
が
残
る
中
、背
負
い

神
輿
を
先
頭
に
浦
部
三
地

区
を
回
る「
初
囃
子
」


